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1.背景 

大学・高専生を対象としたデータサイエンスの

リテラシーレベル教育は、データサイエンスを

学ぶ楽しさを育むことや学習の動機づけ向上を

重視した授業展開が期待されている。具体的な

授業方法としてグループワークが提案されてい

る。他者の異なる考え方を聞くことで、自分の

思考を客観的に理解する批判的思考能力の涵養

や、積極的な授業参加を促す狙いがあり、近年

では特にオンライン授業でのグループワークも

報告されている。 

 データサイエンス教育は教養教育としての位

置づけから、大人数の受講を想定した授業設計

が必要であるが、大人数授業でのグループワー

クにおいて教育効果を上げるためには相当の工

夫が必要である。オンライン授業では、ネット

ワークの接続不良によりグループワークで満足

に議論できない学生がいる。また、グループの

状況に応じた教員の補助も困難になる。グルー

プワークを実施しても、学生が積極的に授業に

参加できる環境を整備できず、学習意欲の向上

が見込めない可能性がある。 

グループワークの特徴である対話を取り入れ

つつ、大人数授業でもデータサイエンスに対す

る学習意欲の向上が見込めるような教材開発が

求められる。 

2.目的 

本研究の目的は大人数を対象とした授業におい

て、グループワークに類似した形式で学習効果

を得られる教材の開発である。 

オンライン授業では個人演習の形式でも批判

的思考を養う授業成果が得られることが報告さ

れている。自分の意見等に対して他人の反応が

直ちに得られる状況であれば、演習の対象人数

に関わらず積極的に授業に取り組むことができ

ると考えた。 

 本研究ではチャットボットに注目する。学習 

 

 

 

 

者とチャットボットとの対話で、グループワー

クのように意見交換する様子を再現できると考

えた。データサイエンスの導入教育の授業にお

いてチャットボットを用いた教材を活用した。

授業前後に実施した学習の動機づけ尺度と授業

後課題の分析から教材効果について議論する。 

3. 方法 

3.1対象者 

2022 年度の広島大学初年次学生向けに開講して

いる情報・データ科学入門の受講者を対象とし

た。対象学部は以下のとおりである;教育学部、

工学部、情報科学部、生物生産学部、総合科学

部、文学部、法学部、理学部、経済学部。チャ

ットボットの授業を受けた学生 33 人を対象とす

る。 

3.2授業の流れ 

1コマ 90分の同時双方向授業で(1)AI活用事例の

紹介、(2)個人学習、(3)演習、(4)まとめの４つ

の構成で実施した。 

(1)では(3)の演習で扱う事例として AI 面接を

紹介した。AI 面接は採用面接の評価に AI を活用

する面接方法である。受験者は企業側が用意し

ているアプリを通じて質問に回答する。その質

問の回答内容や回答の様子から採用試験受験者

の性質を AI が評価し、企業の合否判定に活用す

るものである。授業ではニュースとして取り上

げられた動画や、AI 面接に関するインターネッ

トコラムも紹介した。 

(2)では(3)の事前学習として AI 面接に対する

意見を記述させた。異なる立場から AI 活用につ

いて考えさせるため、AI 面接の受験者、面接を

実施する企業の立場としてのメリットやデメリ

ットに注目させた。 

(3)ではグループワークを実施した。ただし、

グループワークに参加できなかった人はチャッ

トボットの教材を利用した。 

授業後に AI 面接の導入に関する自由記述レポ

ートを課した。提出状況から多くの学生が授業

後速やかに実施していた。 

3.3教材開発 

Botpress (Botpress Technologies, Inc.)をチ
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ャットボットの会話の構築、運用に使用した。

会話の流れは以下５つの構成になっている。以

下、チャットボットを「ボット」と省略する。 

(1)テーマ提示 

 自身が就職活動中であるという想定で、AI 面

接を受けたいかどうか２択で質問した。選択に

関わらず、ボットは回答者に同調して返答する。 

(2)理由を尋ねる 

ボットは回答者に(1)での選択の理由を尋ねた。

記述された内容はあらかじめ設定した 6 つ(評価

基準、応募者への影響、企業への影響、コミュ

ニケーション、AI 公平性、プライバシー)に大別

する。分類できなかった文章は 7つ目として「そ

の他」に分類する。ボットは学習者に同意しつ

つ意見を述べる。そして、それに対する感想を

書くように促した。 

(4)反対意見の提示と反論を求める 

グループワークにおいて自分の意見と異なる意

見が出る状況を再現するために、学習者と反対

意見を提示し、どのように説得するのか尋ねた。 

(5)意見変化を確認 

教材のまとめとして、これまでに紹介した賛否

両方の立場の意見に対する考えを記述させた。 

3.4評価方法 

授業目的の達成を評価するため、授業前後に AI 

に関する学習意欲について 7 項目のアンケート

を実施した。これは、Deci らの自己決定理論に

基づく内発的動機付け尺度の下位尺度の 1 つで

ある「Value/Usefulness」を基に作成した。そ

れぞれの質問に対して 7 段階のリッカート尺度

で評価する。また、授業で取り上げた AI 活用事

例に対する意見と学習意欲の関係を調べるため、

授業前後の学習意欲の変化別に授業後レポート

の傾向を調査した。 

4.結果 

授業前の学習意欲のアンケート点数の平均点は、

37.24([33.13, 41.35])点(n=21)であった。授業

後の学習意欲のアンケート点数の平均点は、

38.67([35.69,41.64])点(n=18)だった。授業前

から多くの学生が AI に関する学習意欲はある程

度高く、授業後もその水準が維持されたことが

分かった。 

 ウィルコクソンの符号順位和検定を用いて授

業前後のアンケートの各設問の回答差を調べた。

対応のあるデータのサンプル数は n=17 と小標本

のため、有意差検定ではサインランク検定表に

よる限界値と T値を比較した。「AIについて考え

たり学んだりすることは、自分にとって有益な

ものになると考えている」という質問項目につ

いて、T=27で有意水準α=0.05での有意差が認め

られた。また効果量は r=0.57となった。 

 授業前後のアンケートに答えた者のうち、授

業後の課題を提出したのは、10 人であった。授

業前後で学習意欲の点数が増加、減少、変化な

しの 3組に課題を分類し、文章の傾向を分析した。 

<増加> 

AI を取り入れることで従来の面接業務の効率が

上がることへの期待が強い。AI は判断理由を説

明できないが、人間が意思決定をするための道

具としての活用については好意的である。 

<変化なし> 

AI の活用有無ではなく、同じ時間で平行してよ

り多くの人が面接を実施できる面接環境を評価

している。 

<減少> 

説明可能な AI が普及していないことを根拠に、

人事評価への活用することに不安が強い。AI が

低評価してしまった受験者を評価できるように

するため、人間が面接の様子を見られるような

環境の必要を説いている。 

5.考察 

授業前後の学習意欲のアンケートの変化から、

本授業はチャットボット教材を活用した学生に

対して「AI についての学習が自分に有益かどう

か」を考えさせる効果があった。授業後に学習

意欲が増加した学生は AI を道具として活用しよ

うとする意識が強く、学習意欲が減少した学生

は AI に対する評価が低く、AI を活用しようとす

る意識が低い傾向がある。AI 面接は近年でも利

用について積極的、消極的な事例が混在してお

り、授業でも両方紹介した結果、学生によって

は AI に対する消極的な意見が高まってしまった

可能性がある。AI 活用実績が安定して評価され

ている事例を先に紹介することで、AI を道具と

して活用することを強く意識できるようになり、

AI についての学習が自分に影響を与えることへ

の理解が高まると考えられる。 

まとめ 

本研究では、大学生に対するデータサイエンス

のリテラシーレベルの導入教育として、チャッ

トボットを使った意見交換形式の教材を開発し

た。チャットボットを使った実習により、AI に

ついての学習が自分へ与える影響をより深く考

えさせる効果があった。 
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